
令和８年度秋田県の主なクマ対策
秋田県生活環境部自然保護課

１ 出没抑制

(１) ドローン等を活用した出没抑制等の実証

〇新たなクマ対策の企画提案競技を実施し、３者の事業を採択

・自動巡回ドローンによるエリア巡回監視とクマの動線把握

・物流ドローンを活用した広域の自動飛行ルートを巡回

・箱わなセンサーによる振動検知と見回り作業の負担軽減

(２) 所有者不明土地管理制度を活用した放任果樹の

伐採

〇市町村から情報提供を受けた「所有者が判明していない放任

果樹」について、土地の登記名義人・相続人を調査

〇このうち１件について、「所有者不明土地管理制度」を活用し

た伐採に向けて、司法書士会と連携して手続き中

〇この事例をモデルケースとして、市町村向け研修を実施予定

(３) 野生鳥獣に関する研究機関の設立

〇クマの生態や生息状況、個体群動向などを調査・分析する研

究機関の令和９年４月設立に向けて準備中

〇現在、研究員等を募集中

２ 出没時の体制強化

(１) 職員体制の強化

〇次長級の鳥獣被害対策統括監の設置及び自然保護課職員の増

員（10人→17人）

〇令和９年度以降の早い時期に、県北・県南地域に鳥獣管理専門

職員及びガバメントハンターを配置

(２) 大量出没時における建設業協会との連携

〇秋田県建設業協会と「ツキノワグマ大量出没時における緊急支援に

関する基本協定」を締結

〇市町村の要請に応じ、箱わなの運搬設置・回収やクマの埋設など、

実施隊の作業を支援するスキームを新たに構築

３ 情報発信の強化

(１) 情報マップシステム「クマダス」のアプリ開発

〇スマートフォン向けの「クマダスアプリ」を８月にリリース

・プッシュ通知 ：現在地を起点にユーザーが設定した距離の目撃情報

を受信

・ペアリング ：登録した子端末が受信する情報を親端末でも受信

・注意喚起通知：市町村が必要と判断した情報はユーザーの設定距

離にかかわらず全端末に送信
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